
平成23年度

建設・生産システム工学専攻 アドバンストコンピューティング

学年 専攻科1年 担当教員名 林　裕樹

単位数・期間 2単位 後期 週当りの開講回数 1回 専門共通・選択 学修単位１

授業の目標と概要

コンピュータで定型的な作業を効率良く実行できるように、GUI環境でのマウスによる��
操作ではなく、CUI環境での操作を修得することを目標とする。��
コマンドシェルによって多数のファイルに対する連続操作を自動化するなど、CUI環境��
ならではの効率の良い作業の方法を学ぶ。

釧路高専目標 C:100% JABEE目標 c

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

プログラミングについての極基本的な事項を理解し、キーボードによる文字の入力をあ��
る程度できることが望ましい。

到達目標

コマンドシェルが使える。��
ファイルやディレクトリに対する操作ができる。��
複数のコマンドを組み合わせたデータ処理ができる。

成績評価方法

合否判定：すべてのレポートが十分な内容で提出され、かつ平均点が60点以上であること。��
最終評価：すべてのレポートの平均点±レポートの提出状況等10%で総合評価する。

テキスト・参考書

参考書：川口直樹著　入門ビジュアル・コンピューティング ここからはじめるUNIX��
(日本実業出版社)��
Dale Dougherty, Arnold Robbins著 福崎俊博訳　sed & awk プログラミング 改訂版��
(オーム社)��
Dave Thomasら著 田和 勝訳　プログラミング Ruby 第2版 言語編 (オーム社)

メッセージ

GUIとCUIのそれぞれの環境が持つ得手・不得手を知ることで、コンピュータを更に便利��
な道具として扱えるようにしましょう。

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

前期中間試験

前期期末試験

コマンドシェル環境の基本とテキストエディタの使い方(1回)��
ディレクトリツリーとファイル操作(1回)��
さまざまなコマンド(1回)��
シェルスクリプト(3回)��
grep(1回)

基本的なコマンドシェルの使い方とテキストエディタの使い方が分かる��
ディレクトリのツリー構造を理解する��
コマンドの調べ方や使い方が分かる��
基本的なシェルスクリプトを作成できる��
grepを使った検索方法が分かる��

後期中間試験 実施しない

awk(3回)��
ruby(3回)��
総合課題(2回)

awkの基本とパターン駆動の操作が分かる��
rubyスクリプトの基本が分かる��
必要な機能を持ったスクリプトを作成できる

後期期末試験 実施しない
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平成23年度

建設・生産システム工学専攻 アドバンストプログラミング

学年 専攻科1年 担当教員名 柳川和徳

単位数・期間 2単位 前期 週当りの開講回数 1回 専門共通・選択 学修単位１

授業の目標と概要

CG 自動生成の実習を通じて，プログラミング能力（作業を自動化・省力化する能力，��
アイディアを実現・改善する能力）を修得する．��
前半では，C 言語によるタートルグラフィックスを題材として，効率的なプログラミン��
グの作法を理解するとともに，任意の線画の生成処理を効率良く記述する．��
後半では，三次元 CG 記述言語 POV-Ray を利用し，複雑なシーンの生成処理を効率良��
く記述する．

釧路高専目標 C:100% JABEE目標 d-1-2

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

・実習では極力，GUI に頼らず，キーボード操作による作業を中心とする．��
したがって，本科目を受講するためには，最低限のタイピング能力が要求される．��
��
・本科目は，CG の単なる作成を目的とするものではない．��
作業の効率化が目的である．CG は単なる手段（例題）にすぎない．

到達目標

前半：任意の線画生成処理を効率良く記述できる．��
��
後半：複数の任意形状からなる複雑なシーン生成処理を効率良く記述できる．

成績評価方法

最終評価：��
中間試験×25％＋期末試験×25％＋自由制作1×25％＋自由制作2×25％��
（または，再試験×50%＋自由制作1×25％＋自由制作2×25％）��
合否判定：最終評価≧60％

テキスト・参考書

教科書：担当教員オリジナル実習用ウェブページ��
��
参考書：インターネット上の参考資料を随時提示する．

メッセージ

プログラミング経験者へ：��
未経験者の模範となるような成果物を披露できるよう，技術を研きましょう．��
��
プログラミング未経験者へ：��
積極的に実習に参加し，技術的な守備範囲を拡げましょう．

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

0. ガイダンス（1 回）��
��
1. C 言語によるタートルグラフィックス（7 回）��
・プログラミングの基礎：制御構造（連接，反復，選択）��
・プログラミングの効率化：抽象化（関数，再帰）��
・自由制作1

1.��
・構造化プログラミングの概念を理解する．��
・タートルグラフィックスで任意の線画を効率良く記述できる．

前期中間試験 実施する

2. POV-Ray による 3D-CG（7 回）��
・任意の形状のプログラミング（三次元座標，CSG）��
・複雑なシーンのプログラミング（マクロ，関数，反復）��
・アニメーション��
・自由制作2

2.��
・POV-Ray で任意の形状を記述できる．��
・POV-Ray で複雑なシーンを効率良く記述できる．

前期期末試験 実施する

後期中間試験

後期期末試験
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平成23年度

建設・生産システム工学専攻 インターンシップⅠ

学年 専攻科1年 担当教員名 佐藤 彰治

単位数・期間 2単位 その他 週当りの開講回数  専門展開・必修 学修単位１

授業の目標と概要

企業、官庁、国公私立大学および試験研究機関において、現場指導者の監督のもとに実��
務に参加し、実践的技術者となるための素養を磨く。また、技術に対する社会の要請、��
研究・設計・生産・試験・保守などの活動における知識や技術の必要性を認識し、これ��
らの活動を公衆の健康・安全、文化、経済、環境、倫理の観点で考察すると共に自分の��
進路を考察する機会を持つこと。

釧路高専目標 B:50%,C:20%,E:20%,F:10% JABEE目標 a,b,d-2-d,f,h

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

インターシップは、受け入れ先に貴重な時間と労力を裂いて頂いて実現するものであ��
る。このことを常に念頭に置き、社会人としてのマナー、技術者としての姿勢を学ぶこ��
とを心がけること。詳細はガイダンス、実施要綱による。

到達目標

実体験を通じ、技術者としての素養を磨く(与えられた課題の解決を期間内に計画的に��
進めることができる。グループ作業において自分の役割を積極的に果たすことができ��
る。)実社会における技術への要請、必要性を認識する(社会が要求する科学技術を認識��
できる。科学技術が社会に及ぼす影響を認識できる。)

成績評価方法

「受け入れ先による実習評価(70％)＋実習報告書評価(20％)＋報告会でのプレゼンテー��
ション評価(10％)」が60点以上、かつ「実習期間から提出される学外実習評定書の総合��
評価が普通(5段階評定の3に相当)以上」で合格である。

テキスト・参考書

受け入れ先の指示に従う。

メッセージ

インターンシップを通して、自分の適性を一層理解し、自分の将来の進路に役立ててく��
ださい。 

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

1)受け入れ先機関提示およびマッチング��
2)ガイダンス��
3)事前準備 

1)受け入れ可能な機関を提示し、希望調査・調整により受け入れ先を決定する。��
2)インターンシップ参加者に対して、ビジネスマナー、企業秘密の遵守、通勤時およ
び作業時の自己への対応など、全般的な注意事項の説明を行う。��
3)調整後に決定した機関の担当者に、各自が連絡をとり、実習内容、注意事項な
どの指導を受ける。 

前期中間試験 実施しない

4)実習��
5)報告書の提示��
6)インターンシップ報告会 �

4)インターンシップの実施中は、指導担当者の支持に従って、行動する。ガイダンス
で説明された日報等を忘れずに作成する。��
5)インターンシップ終了後、速やかに報告書を提出する。守秘義務を考慮しなけれ
ばならない。��
6)実習内容、得られた成果など、インターンシップの経験を報告会において発表す
る。

前期期末試験 実施しない

後期中間試験

後期期末試験
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平成23年度

建設・生産システム工学専攻 コンピュータ設計工学

学年 専攻科1年 担当教員名 荒井　誠

単位数・期間 2単位 前期 週当りの開講回数 1回 専門共通・選択 学修単位１

授業の目標と概要

3DCAD（3Dimennsional Computer Aided Design）の発展に伴い、この��
情報応用技術を使って、多様な技術課題を分析し、問題を解決することが、��
エンジニアにとって必要不可欠なものとなった。そこで、本講義は、基礎的��
な知識や技術を統合した設計演習を通して、課題の探求ができ、解決する総��
合的な設計能力を養うことを目的とする。

釧路高専目標 C:100% JABEE目標 d-1-1

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

講義内容の主体は3DCAD システムの操作の熟知もあるが、創造的な設計能力��
を養うことを主眼している。すなわち、CAD とそのアプリケーションである��
各種シミュレーション機能をフルに利用した高度な利用方法について具体的��
な技術課題を基に授業を進める。

到達目標

(1) 情報工学と設計に関する知識を充分に課題解決に活用できる。��
(2) 力学や機構について、ＣＡＤを使ってシミュレートできる。��
(3) 3D 車両モデルを構築し、解析ができる。

成績評価方法

合否判定：各章毎に課せられる演習課題とCAD技術に関するレポートを課すので��
これらが全て期限内に提出されていることで合格対象とする。��
さらに、演習課題の正誤とレポート評価により以下の総合評価とする。��
最終評価：全レポート提出（６０％）＋レポート内容(４０％)

テキスト・参考書

テキスト：HTML 形式の自作テキスト��
参考書:わが国で出版されている文献は皆無に等しい。PTC 社を始めとするURL を参照��
されたい。��
推奨URL、ttp://www.SDCpro.com/またはhttp://www.schroff.com/

メッセージ

演習主体となるため、個人差が生じる場合もあるが、配布教材にじっくり取��
り組めば、成果を身をもって体験できます。また、欠席による履修遅れは最��
終的な到達目標まで達しない場合もあるので、欠席しないこと、あるいは遅��
れを取り戻す努力が必要である。

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

1．3D モデリング （3 回）��
2．2 次元図面化 （2 回）��
3．CAE（ビーム要素） （2 回）

1．3 次元モデルのモデリングとアセンブリができる。��
2．3D モデルから2 次元図面への変換ができる。��
3．はり構造における曲げの解析を計算、シミュレーションができる。

前期中間試験 実施しない

4．CAE（溶接,熱伝達） （1 回）��
5．メカニズムシミュレーション（3 回）��
6．３Ｄ車両設計 （4 回）��

4．溶接部材、熱伝達解析ができる。��
5．複数の部品による機構シミュレーションができる。��
6．３D車両モデルをデザインし、その空力学的検証ができる。��

前期期末試験 実施しない

後期中間試験

後期期末試験
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平成23年度

建設・生産システム工学専攻 システム工学

学年 専攻科1年 担当教員名 石山俊彦

単位数・期間 2単位 前期 週当りの開講回数 1回 専門共通・必修 学修単位１

授業の目標と概要

今日、システムは我々の生活の隅々にまで存在している。一方で、システム構築のため��
のプロジェクトは大規模化し、管理することが困難になりつつある。システム工学を��
通して、工学的なアプローチの手法を身につけることを目指す。釧路高専教育目標：D��
(50%),E(50%)、JABEE目標：d-2-c, e, h

釧路高専目標 D:50%,E:50% JABEE目標 d-2-c,h

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

簡単な計算をするので、電卓を用意すること。

到達目標

・システムの概念を理解できる。��
・システム設計のための方法論を理解し、簡単なシステムを設計できる。��
・システムのモデリング、シミュレーションについて理解できる。��

成績評価方法

合否判定：定期試験の結果が60点以上であること。��
最終評価：定期試験の結果（90％）とレポート、演習の結果（10％）の合計。��

テキスト・参考書

教科書：『システム工学　第2版』 室津義定（共著）　森北出版社��
参考書：『システム工学』 石川博章　共立出版社��
参考書：『NASAを築いた人と技術』 佐藤 靖 　東京大学出版会

メッセージ

工学におけるシステムとは何か、どのような手法で取り扱うかを学ぶ。授業を通して得��
られた知識や方法論をもとに、工学的な思考やプロジェクト遂行能力を身につけて欲しい。

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

1．�システムとシステム工学（1回）��
2．�システムの計画、データの解析（4回）��
3．�モデリングとシミュレーション（3回）��

・システム工学の概念を理解できる。��
・スケジューリングや解析技法を理解できる。��
・モデリング、シミュレーションについて理解できる。��

前期中間試験 実施しない

4．�最適化手法（4回）��
5．�信頼性（2回）��
6．�演習（1回）��

・最適化技法について理解できる。��
・システムの信頼性について理解できる。��
・システム工学における各種計算方法を理解できる。��

前期期末試験 実施する

後期中間試験

後期期末試験

Created at Thu May 01 09:08:30 JST 2025



平成23年度

建設・生産システム工学専攻 ロボティクス

学年 専攻科1年 担当教員名 梶原秀一

単位数・期間 2単位 後期 週当りの開講回数 1回 専門共通・選択 学修単位１

授業の目標と概要

２自由度ロボットアームを制御対象として取り上げ，ロボットに希望する動作させるた��
めに必要な運動学，動力学，制御方法を修得し，さらに制御系CADを使用してロボット��
の制御系設計法・シミュレーション方法を身に付けることを目的とする.

釧路高専目標 C:100% JABEE目標 d-1-4

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

ロボティクスでは，１年前期開講の制御工学特論で修得した知識を前提として講義を行う��
ため，制御工学特論の単位を取得している者のみ履修できる．

到達目標

２リンクロボットアームの制御系を設計できること．��
制御系ＣＡＤを用いた数値シミュレーション技法を修得すること.

成績評価方法

合否判定：定期試験の結果が６０点以上であること．��
最終評価：定期試験７０％＋演習・レポート（３０％）で評価する．

テキスト・参考書

Scilabで学ぶシステム制御の基礎��
参考書 ロボット制御工学入門 美多 勉 大須賀 公一 コロナ社

メッセージ

ロボットの数値シミュレーションを通して，ロボットを制御するイメージを身につけて��
欲しい．定期試験までに演習・レポートをすべて提出しなければ受検資格を与えないの��
で，演習・レポートは必ず提出すること．

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

前期中間試験 実施しない

前期期末試験 実施する

ラグランジュの運動方程式(1)��
簡単なシステムの運動方程式と状態方程式(2)��
ＤＣモータのダイナミクスと制御(2)��
２自由度線形振動系の制御(2)

ラグランジュの運動方程式を用いて，システムの運動方程式を導出することができ
る.��
導出した運動方程式を制御系CAD を使ってシミュレーションし，その結果を可視化
できる.

後期中間試験

２リンクロボットアームの運動学(2)��
２リンクロボットアームの動力学(3)��
２リンクロボットアームの軌道追従制御(3)

２リンクロボットアームの運動方程式を導出することができる．��
ロボットアームの軌道追従制御系を設計し，制御系CADを使って制御系のシミュレ
ーションをし，その結果を可視化できる.

後期期末試験

Created at Thu May 01 09:08:30 JST 2025



平成23年度

建設・生産システム工学専攻 応用解析学

学年 専攻科1年 担当教員名 池田 盛一

単位数・期間 2単位 後期 週当りの開講回数 1回 一般・選択 学修単位１

授業の目標と概要

複素関数の扱い方や微分法・積分法に関する基本的な考え方を理解し，理工系分野への��
応用への基礎知識を養う．

釧路高専目標 C:100% JABEE目標 c

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

授業の説明をきちんとノートし，指示された問題をあとで自分で解いて理解を深めるこ��
とが重要である．

到達目標

教科書の問題の60％を解くことができる．

成績評価方法

定期試験の平均点で評価する（100％）．��
試験成績が60 点以上の場合，レポート提出などを10％までの範囲で加減する．

テキスト・参考書

教科書：『複素関数の基礎』 寺田文行 著 (サイエンス社)

メッセージ

授業の内容を理解するには復習が欠かせない．��
授業のあった日は必ず自分で類似の問題を解いて，理解を深めておくことが必要である．

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

前期中間試験

前期期末試験

0．ガイダンス（1 時間）��
1．複素数平面（４時間）��
　　複素数と複素数平面，極形式��
2．1 次変換（３時間）��
　　1 次分数関数，一般の1 次変換の分解��
3．正則関数（６時間）��
　　複素関数，正則関数，C－R 方程式，等角写像性

・複素数の演算の幾何学的意味が理解でき，基本的な計算ができる．��
・1 次変換を通して複素関数の写像としての理解ができる．��
・関数の正則性を理解し，基本的な関数の複素微分ができる．

後期中間試験 実施する

4．複素初等関数（４時間）��
　　指数関数，三角関数，対数関数，無理関数��
5．複素積分（６時間）��
　　定積分とその性質，積分路のとり方��
6．コーシーの定理とその応用（６時間）��
　　線積分，コーシーの定理，留数，極

・複素初等関数の定義を理解し，その導関数および写像としての性質を調べること
ができる．��
・複素数平面上の曲線に沿っての線積分を理解し、その計算ができる．��
・コーシーの定理を理解し，留数の計算や定積分の計算ができる．

後期期末試験 実施する
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平成23年度

建設・生産システム工学専攻 応用力学

学年 専攻科1年 担当教員名 鈴木邦康

単位数・期間 2単位 後期 週当りの開講回数 1回 専門展開・選択 学修単位１

授業の目標と概要

基本的なトラスやラーメン構造の応力や変形の解法を取り扱ってきた建築構造力学を土台として，��
建築構造設計で用いられている実用解法の一つであるマトリック法について，例題を通して習得す��
る。

釧路高専目標 C:100% JABEE目標 d-1-4

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

行列の基本的な性質や，演算について復習しておくこと。

到達目標

マトリックス法の基礎を理解し，トラスや梁構造に関する構造物の全体剛性方程式を組立てること��
ができる。

成績評価方法

４回レポートの平均が60点以上を合格とする。

テキスト・参考書

教科書は特に指定しない。

メッセージ

選択科目であるが，途中で履修取り消しをすることのないよう，よく考えてから履修すること。

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

前期中間試験

前期期末試験

・ガイダンス，マトリックス法の概要（1回）��
・ばね構造に関する説明と演習（3回）��
・トラス構造に関する説明と演習（3回）

・マトリックス法の概要について理解し，ばね，トラス構造に関する剛性方程式を組
み立てることができる。

後期中間試験 実施しない

・梁構造に関する説明と演習（3回）��
・弾性支承梁の解析（2回）��
・簡単なラーメン構造の解析（3回）

・梁構造，弾性支承梁，ラーメン構造について，剛性方程式を組み立てることがで
きる。

後期期末試験 実施しない
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平成23年度

建設・生産システム工学専攻 科学技術表現技法

学年 専攻科1年 担当教員名 山田昌尚

単位数・期間 2単位 前期 週当りの開講回数 1回 専門共通・選択 学修単位１

授業の目標と概要

技術者は，優れた研究や開発を行っても，それが具体的かつ説得力のある技術報告や学��
術論文として上司や学会に認められない限り成果とならない．本科目は，効果的な技術��
報告や学術論文を作成するために必要な文章技術の習得を目標としている．

釧路高専目標 A:0%,E:0%,F:100% JABEE目標 f

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

・国語辞典（常用漢字表記のあるもの）を用意すること��
��
・本科目では，4回の講義時間を使って試験を行う．この試験も技術文章作成の訓練の��
一部であるから十分準備して取り組むこと

到達目標

・「常用漢字限定」など基本的なルールにもとづいた文章を作成できる��
��
・作図力学にもとづいた図面作成ができる��

成績評価方法

合否判定：「4回連続試験の成績－欠席点（5点／回）＋演習問題集10点」が60点以上を��
合格とする��
（4回連続試験の方法とその評価についてはガイダンスで説明する）��
��
最終評価：合否判定に同じ

テキスト・参考書

教科書：「知的な科学・技術文章の書き方」，中島利勝ほか，コロナ社��
　　　　　「知的な科学・技術文章の徹底演習」，塚本真也，コロナ社��
��
参考書：講義の中で紹介する

メッセージ

文書の作成技術は，技術者にとって必須のスキルです．実用的な内容になることを目指��
していますので，ぜひ習得してください．

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

・プレゼンテーション技術（１回）��
��
・図表の作成（３回）��
��
・文章作成法（４回）��

・効果的なプレゼンテーションの方法を説明できる��
��
・作図力学にもとづいた図面作成ができる��
��
・技術文書のルールにもとづいた文章を作成できる

前期中間試験 実施しない

・論文の構成と査読システム（２回）　��
��
・科学技術者の順守すべきルール（１回）��
��
・試験（４回）��

・論文の構成と査読システムについて説明できる��
��
・論文や技術文書を書く際の倫理について説明できる��

前期期末試験 実施する

後期中間試験

後期期末試験
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平成23年度

建設・生産システム工学専攻 機械制御工学概論

学年 専攻科1年 担当教員名 前田貴章

単位数・期間 2単位 前期 週当りの開講回数 1回 専門展開・選択 学修単位１

授業の目標と概要

本科で学んだ古典制御理論について，制御系設計計算ソフトウェアMATLABを利用しながら，��
主に演習問題を解くことによって，より複雑な制御系の解析計算をできるようにする．

釧路高専目標 D:100% JABEE目標 d-2-a

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

本科で制御工学を履修した学生が望ましいが，制御理論の概要を復習・説明してから，��
その解析手段としてのMATLABの応用を学ぶため，本科で制御工学を未履修の学生でも��
履修は可能である．

到達目標

・制御系の解析・設計にMATLABを利用できるようになること．

成績評価方法

・講義内では必ず演習問題を課し，そのMATALABコマンドファイルを提出させる．��
・MATLABを利用して解く，定期試験を行う．��
・成績評価は定期試験80％，演習課題提出分20％で評価する．

テキスト・参考書

教科書：MATLAB・Simulinkによるわかりやすい制御工学（森北出版）��

メッセージ

講義はできるだけ平易におこなうが，わからないところなどは積極的に質問すること．��

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

1．ガイダンス（1回）��
2．動的システムのモデル化��
　  伝達関数表現・MATLABによる伝達関数定義��
3．伝達関数の過渡特性と定常特性（3回）��
4．ブロック線図の結合（3回）��
　  ブロック線図の等価交換��
　  MATLABによるブロック線図の結合と目標値応答

1．動的システムを微分方程式で表し，伝達関数��
　  表現ができること．��
2．過渡応答と定常特性の解析法がわかる．��
3．ブロック線図の等価交換が，MATLABを利用し��
　  て計算できること．

前期中間試験 実施する

5．制御系設計（PID制御）（3回）��
　  MATLLABによる垂直駆動アームのPID制御��
6．伝達関数の周波数応答（2回）��
　  周波数応答解析の復習��
　  MATALABを利用したゲイン位相・ベクトル軌跡��
　  の描画方法��
7．安定判別法（3回）��
　  MATLABによる安定判別法・ニコルズ線図の描画

1．PUD制御の手法がわかる．��
2．周波数応答解析による各種線図をMATLABに��
　  より描画できる．��
3．制御系の安定判別の根拠が説明できる．��
　  各講義時間ごとに演習問題を行い，MATALABの��
　  コマンド・操作方法の理解を深める．

前期期末試験 実施する

後期中間試験

後期期末試験

Created at Thu May 01 09:08:30 JST 2025



平成23年度

建設・生産システム工学専攻 建設・生産システム工学特別研究

学年 専攻科1年 担当教員名 機械工学科，建築学科教員

単位数・期間 8単位 通年 週当りの開講回数 2回 専門展開・必修 学修単位１

授業の目標と概要

専攻科２年間にわたる専門教育の総仕上げとして，各専攻分野の文献調査，制作，実��
験，理論解析を通じて，問題解決能力と創造的開発能力の育成を目標とする．専攻科学��
生は機械および建築の専門学科の指導教員のもとで個人指導が行われる。��
１学年に特別研究基礎を行い，１学年末に到達度が評価される。

釧路高専目標 B:10%,D:25%,E:40%,F:10%,G:15% JABEE目標 d-2-b,d-2-c,d-2-d,f,g

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

特別研究テーマはガイダンスあるいは指導教員との打ち合わせを通じて決定すること。��
１学年で研究内容の理解，研究手法の習得に心がけ，目的の明確化を行う。

到達目標

各指導教員のもとで研究課題に取り組み，研究計画，設計・製作，実験，解析，学欝論��
文の読解，論文作成，プレゼンテーション能力を身につけることを到達目標とする。

成績評価方法

論文評価，発表評価，到達度評価の総合評価により成績を評価する。

テキスト・参考書

各研究内容に応じて別に定める。

メッセージ

特別研究は専攻科課程のまとめの科目である．自主的に取り組み、課題の解決に取り組��
んでほしい。��
研究ノートを用意し、毎回研究内容と日誌を記入すること。

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

1．研究計画の検討・立案��
2．文献調査

・研究計画を立案できる��
・文献を調査し内容を理解できる

前期中間試験 実施しない

3．文献調査 ・文献を調査し内容を理解できる

前期期末試験 実施しない

4．文献調査��
5．実験装置の基本設計又は理論計算とシミュレーション

・文献を調査し内容を理解できる��
・実験装置の基本設計又は理論計算とシミュレーションができる

後期中間試験 実施しない

6．実験装置の設計・製作��
7．予備実験及び実験装置lの改良

・実験装置の投計・製作及び実験と改良ができる

後期期末試験 実施しない
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平成23年度

建設・生産システム工学専攻 建設材料学

学年 専攻科1年 担当教員名 三森敏司

単位数・期間 2単位 後期 週当りの開講回数 1回 専門展開・選択 学修単位１

授業の目標と概要

地球環境保全，省資源・省エネルギーなどを背景に建設物に求められる機能・性能の高��
度化・複雑化は進行しており，これを支える建設材料の開発は盛んであり，新しい材料��
やその使い方が次々と登場している。このような新しい建設の時代背景の中で，適切な��
材料・工法を選択する専門知識を蓄積し，理解を深めることを目標とする。授業は文献��
検索と口頭発表・質疑によるゼミ形式とする。��

釧路高専目標 C:100% JABEE目標 d-1-3

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

特になし

到達目標

建設業界の今後の取組まなければならない問題点が認識できる。��
現状の社会活動を鑑み、資源環境型技術と廃棄物とリサイクルという課題に対処できる��
能力を身につけることができる。

成績評価方法

評価の内訳をレポート（40％）＋口頭発表（20％）＋試験（40％）とし，100点満点中��
60点以上を合格とする。同点数を最終評価とする。��

テキスト・参考書

テキスト：プリント��
参考書：建設のLCA(オーム社)��
参考書：わかる！建築材料(オーム社)��
参考書：(建築構造講座7)改訂建築材料(コロナ社)��

メッセージ

各自が問題意識を持ち，積極的な調査研究を押し進めて下さい。 ��

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

前期中間試験

前期期末試験

ガイダンスと総論(1)��
環境配慮機能(1)��
シックハウス対策機能(1)��
バリアフリー機能(1)��
補修・改修のための機能(1)��
補修・改修のための接着・接合機能(1)��
日常安全機能(1)

環境負荷・健康影響などが理解できる。��
シックハウス，アスベストなどの衛生安全問題が理解できる。��
バリアフリー，防犯などの安全性の問題が理解できる。��

後期中間試験 実施しない

免震・制振機能(1)��
火災安全機能(1)��
防水機能(1)��
生活機能(1)��
室内環境機能(1)��
装飾機能(2)

快適な屋内・屋外環境への要求が理解できる。��
材料の不燃化・難燃化について説明できる。��
高感性材料を理解することができる。

後期期末試験 実施する
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平成23年度

建設・生産システム工学専攻 構造解析Ⅰ

学年 専攻科1年 担当教員名 成澤　哲也

単位数・期間 2単位 後期 週当りの開講回数 1回 専門共通・選択 学修単位１

授業の目標と概要

構造物の変形や応力あるいは、振動応答も求める方法に連続体理論がある。簡単な構造を例にとり��
あげ、近似解法を用いて、変形や応答を求める手法について説明る。まず、簡単なはりについて、��
エネルギ法に基づくレイリー・リッツ法によって、静解析、動解析を行うことで、近似解法を理解��
し適用することを目標とする。

釧路高専目標 D:100% JABEE目標 d-1-1

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

機械工学科出身の学生は材料力学、振動工学に関する内容についてはよく理解していること。建築��
学科等の出身の学生は力学に関する内容についてよく理解していること。

到達目標

構造物の解析法として、最も良く用いられる手法の一つである近似解法の概要を理解できる。ま��
た、エネルギー法を用いた、はり平板の構造解析の定式化をし、近似値を代入することで、応答を��
求めることができる。

成績評価方法

合否判定：定期試験の結果を総合評価点が６０点以であること。��
最終評価：合格者につき取り組み姿勢を加算する。

テキスト・参考書

テキストは特に指定せず、適宜プリントを配布する。��
参考書：チェモシェンコほか著、新版「工業振動学」（コロナ社）、��
　　　　藤田著「振動工学」（森北出版）

メッセージ

復習に十分時間をとること。グラフ用紙、関数電卓を用意しておくこと。

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

前期中間試験

前期期末試験

１．はりのたわみ解析��
①ガイダンス（1回）��
②弾性体のエネルギー原理について（１回）��
③リッツ法による近似解析（１回）��
④はりのたわみの厳密解析（２回）��
⑤はりのたわみの近似解析（２回）��
⑥演習問題（１回）

①授業の内容および評価等について理解できる。��
②エネルギー原理について理解する。��
③リッツの近似解法について理解する。��
④単純はりのたわみ微分方程式を解く厳密解法について復習する。��
⑤はり関数に三角関数、べき関数を仮定した場合のたわみの近似解を求め、厳密
解と比較し誤差を論じることができる。��
⑥演習問題で具体的な計算手法を身に付ける。

後期中間試験 実施する

２．はりの振動解析��
⑦ハミルトンの原理について（１回）��
⑧はりの固有値解析（２回）��
⑨演習問題（１回）��
３．座屈問題��
⑩オイラーの座屈解法と弾性安定問題の解法（１回）��
⑪長柱の座屈近似解析（２回）��
⑫演習問題（１回）

⑦ハミルトンの原理について理解する。��
⑧モード関数に三角関数、べき関数を仮定した場合の固有値を求め、厳密解と比
較し誤差を論じることができる。��
⑨演習問題で具体的な計算手法を身に付ける。��
⑩オイラーの座屈解法について復習する。またエネルギ原理による弾性安定問題
を解法について理解する。��
⑪座屈モード関数に三角関数、べき関数を仮定した場合のたわみの近似解を求
め、厳密解と比較し誤差を論じることができる。��
⑫演習問題で具体的な計算手法を身に付ける。

後期期末試験 実施する

Created at Thu May 01 09:08:30 JST 2025



平成23年度

建設・生産システム工学専攻 高齢者環境学

学年 専攻科1年 担当教員名 佐藤彰治

単位数・期間 2単位 後期 週当りの開講回数 1回 専門展開・選択 学修単位１

授業の目標と概要

高齢化が進む社会の中で、それに対応した住宅や公共建築物を計画、設計する上で基本��
となる「建築環境」のあり方や手法ついての専門知識を蓄積し、理解を深めることを目��
標とする。授業は文献調査と口頭発表・質疑によるゼミ形式とする。

釧路高専目標 D:100% JABEE目標 d-2-a

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

本科（建築学科）の「建築計画」「建築環境工学」の基本知識を要する。

到達目標

１．若年者と高齢者の感覚の相違が理解できる。 ��
２．高齢者利用に関わる基本知識を理解できる。 ��
３．その計画・設計への応用手法を理解できる。

成績評価方法

評価の内訳をレポート(40%)＋口頭発表(20%)＋試験(40%)とし、100点満点中60点以上を��
合格とする。同点数を最終評価とする。

テキスト・参考書

教科書－なし ��
参考書－高齢者のための建築環境（日本建築学会編） ��
　　　　高齢者・障害者を考えた建築設計（井上書院） ��
　　　　日本建築学会大会梗概集

メッセージ

国内での関連研究の内容や進展などの情報・知識を蓄積して欲しい。 ��
高齢社会のなかで、建築の面から自分で何ができるかを考えてもらいたい。

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

前期中間試験

前期期末試験

1．ガイダンスと総論（1回） ��
2．熱と空気の環境（3回） ��
3．音の環境（3回）

1.建築と高齢化社会の基本的な現状を把握できること��
2.高齢者に対応した熱・空気環境のあり方、手法が深く理解できること ��
3.高齢者に対応した音環境のあり方、手法が深く理解できること

後期中間試験 実施しない

4．光の環境（3回） ��
5．ユニバーサルデザイン（3回） ��
6．今後の高齢者対応のあり方（1回） ��
7．試験（1回）

4.高齢者に対応した光環境のあり方、手法が深く理解できること��
5.高齢者に対応したユニバーサルデザインの現状が理解できること��
6.建築における高齢者対応の方向性について理解できること

後期期末試験 実施する

Created at Thu May 01 09:08:30 JST 2025



平成23年度

建設・生産システム工学専攻 材料システム工学

学年 専攻科1年 担当教員名 岩渕義孝

単位数・期間 2単位 前期 週当りの開講回数 1回 専門展開・選択 学修単位１

授業の目標と概要

工業材料としては金属、セラミックス、プラスチックの、いわゆる三大材料がある。技術者がこの��
ような多くの工業材料から、機械設計の諸要件を勘案しつつ、いかにして最適の材料を選定する��
か、材料の性質を有効に利用するためには、機能の原因と限界を知らなければならない。材料シス��
テム工学では、三大材料に対して、その類似性や相違点を明確に把握し、ケーススタディのデザイ��
ンを行い、課題を解決する。

釧路高専目標 C:100% JABEE目標 d-1-3

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

構造材料に関する基本的特性ならびに機械的性質とその評価方法については、事前に習熟しておく��
ことを勧める。

到達目標

三大工業材料の特徴ならびに相違点が理解され、機械設計における技術課題を解決するため、計画��
を立て分析し解決できること。

成績評価方法

合否判定は定期試験２回の平均が60点以上。最終評価は定期試験の平均(70%)と小テスト及び演習��
(30%)により総合評価する．

テキスト・参考書

北條英光　編著　「材料の科学と工学」(裳華房,1998)��
M.F.Ashby 「Engineering Materials 2」 (Pergamon Press)

メッセージ

材料はエネルギー、情報とともに21世紀を支える柱である．また機能を追求した新材料も生まれて��
いる．これからの技術者は固定の枠にはまらず、材料を横断的に捉えていくことを希望する．��
したがって、課題演習については、積極的に情報収集に努めて、積極的に取り組んで欲しい。 

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

1．材料の使命と要求される性質(2回)��
2．三大材料の特徴(3回)��
3．材料の構造(2回)

1．実用材料として必要な性質が説明できること��
2．三大材料（金属、セラミックス、プラスチック）の性質が説明できること��
3．三大材料の物性をマクロならびにミクロ的見地から考えられること

前期中間試験 実施する

4．材料の変形と破壊(3回)��
5．材料の劣化(2回)��
6．材料システムと材料設計(2回)

4．材料の変形および破壊現象を論理的に捉えることができること��
5．材料の腐食、摩耗、参加について説明できること��
6．材料設計の考え方にたって材料開発のケーススタディができること

前期期末試験 実施する

後期中間試験

後期期末試験

Created at Thu May 01 09:08:30 JST 2025



平成23年度

建設・生産システム工学専攻 情報数学特論

学年 専攻科1年 担当教員名 大槻典行

単位数・期間 2単位 前期 週当りの開講回数 1回 専門共通・選択 学修単位１

授業の目標と概要

情報通信分野で利用される基礎数学を理解する．情報倫理と情報セキュリティに関する��
問題の中で，特に暗号に焦点を当て，暗号と数学の密接な関連性を理解し，情報数学の��
知識を修得する．暗号に用いられる数学的なものの考え方や証明を行うことによって，��
原理を理解すると共に，基礎知識を修得し，それらを実践で有効に活用できる能力を身��
につける． ��
��

釧路高専目標 C:100% JABEE目標 d-1-2

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

高専１学年から３学年までの数学の基礎を理解していることが必要．演習問題を解くと��
きに電卓が必要．演習問題集が２回の講義に対して１つ与えられるので，解答した演習��
問題集は，提出期限内に提出すること．

到達目標

情報技術で使う数学が情報処理分野，通信分野などの現場で実用的に利用できる． ��

成績評価方法

合否判定：期末試験の点数が60点以上． ��
最終評価：期末試験の点数９割，演習問題の評価１割 ��
注意：期末試験の点数が30点未満の者は，再試験を受けることができない．

テキスト・参考書

教科書：暗号のための 代数入門，萩田　真理子，サイエンス社��
参考書：暗号 -ネットワーク社会の安全を守る鍵-，笠原正雄，共立出版社，現代暗号��
の基礎知識，黒澤馨，コロナ社，暗号理論，伊藤正史，ナツメ社，やり直しのための��
工業数学，三谷政昭，CQ出版社，Javaによる暗号理論入門，赤間世紀，工学社��
��

メッセージ

専門的な基礎知識を必要としないので，本科３年生までの数学の知識で十分履修が可��
能です．（微分・積分は使いません） ��
��

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

・暗号の役割（１回） ��
・基礎数学（４回）��
・公開鍵暗号（２回） ��
・ディジタル署名（１回） ��

・情報社会における暗号の重要性および必要性について��
解説できる． ��
・暗号理論に必要な整数論を理解し，効率の良い算法を��
利用することができる． ��
・公開鍵の原理を理解し，平文の暗号化，暗号文の平文��
化ができる． ��
・公開鍵の原理を応用した電子書名について解説できる． ��
��

前期中間試験 実施しない

・素因数分解問題（２回）��
・ID情報に基づく暗号技法（３回）��
・秘密鍵暗号（２回）

・公開鍵方式の暗号で重要な要素となる素因数および素��
因数分解に関する問題を理解し，解説できる． ��
・近年，重要視されている暗号技法の一つであるID情報��
に基づく技法について理解し，解説できる．��
・秘密鍵暗号の原理とその重要性について理解し，実際��
に応用できる． ��
��

前期期末試験 実施する

後期中間試験

後期期末試験

Created at Thu May 01 09:08:30 JST 2025



平成23年度

建設・生産システム工学専攻 人工知能特論

学年 専攻科1年 担当教員名 神谷昭基

単位数・期間 2単位 後期 週当りの開講回数 1回 専門共通・選択 学修単位１

授業の目標と概要

この科目では、計算機の知能化を目指す専門的な構成技術の一つとして強化学習とその基礎的な学��
問として最適化分野においてよく使われる動的計画法について授業を行う。強化学習は、状態、行��
動と報酬という簡潔なアルゴリズムにより構成されながら、環境との相互作用により、未知な環境��
においても最適な行動を学習できる特徴から、自律エージェントの意思決定システムとして適して��
いる。この授業では、動的計画法と強化学習の基本的なアルゴリズムの理解と応用できることを期��
待する。

釧路高専目標 D:100% JABEE目標 d-2-a

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

本授業は確率統計とコンピュータプログラミングを基礎知識とする。理解を深めるため、合計約５��
回の演習レポートを宿題として与えられる。

到達目標

強化学習の原理を理解し、学習アルゴリズムを作成できることを到達目標とする。

成績評価方法

最終成績＝定期試験100 点±レポート10 点��
1)定期試験60 点未満ではレポートを最終成績に加減算せず不合格点とする。��
2)定期試験60 点以上ではレポートによる加減算は60 点以上100 点以下とする。��
3)レポート100 点の場合、最終成績+10 点で加点し、0 点の場合、-10 点で減点する。

テキスト・参考書

教科書：強化学習、三上貞芳、皆川雅章訳、森北出版��
参考書：マルチエージェント学習ーー相互作用の謎に迫るーー、高玉圭樹著、コロナ社��
参考書：学習とそのアルゴリズム―ニューラルネットワーク・遺伝アルゴリズム・強化学習、電気��
　　　　学会GA ニューロを用いた学習法とその応用調査専門委員会、森北出版

メッセージ

1）ノートを必ず取ること。��
2）課題は必ず理解し、日限までに提出すること。��
3）教科書・ノート・課題を必ず勉強すること��
4）勉強をしても不明点は教員室まで聞きに来ること。

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

前期中間試験

前期期末試験

1)ガイダンス、シラバス、強化学習の��
基礎と構成要素(1 回)��
2)目標、報酬、収益、価値関数の定義��
(2 回)��
3)マルコフ決定過程(2 回)��
4)動的計画法(3 回)

1)強化学習の基礎と構成要素を理解できる。��
2)目標、報酬、収益、価値関数の定義を理解できる。��
3)マルコフ決定過程を理解できる。��
4)動的計画法を理解でき、アルゴリズムを書ける。

後期中間試験 実施しない

1)モンテカルロ法(2)��
2)TD 法(2)��
3)Q 学習アルゴリズム(3 回)

1)モンテカルロ法を理解し、アルゴリズムを書ける。��
2)TD 法を理解し、アルゴリズムを書ける。��
3)Q 学習を理解し、アルゴリズムを書ける。

後期期末試験 実施する

Created at Thu May 01 09:08:30 JST 2025



平成23年度

建設・生産システム工学専攻 数値計算特論

学年 専攻科1年 担当教員名 荒井　誠

単位数・期間 2単位 後期 週当りの開講回数 1回 専門共通・選択 学修単位１

授業の目標と概要

工学では、広く身の回りに生じる事象を捉え、その問題を明確かつ具体的に��
解析することが重要な要素となる。数値解析特論では、簡単な関数から数値��
積分微分を解くに至るまでの数値計算処理の方法論を解説するとともに、科��
学技術計算ソフトウェアMATLAB を用いて、物理現象のモデル化を図り、目的��
に応じたシステムを構築し工学的な問題の解決を図る能力を育成する。

釧路高専目標 C:100% JABEE目標 d-1-2

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

行列操作や線形連立方程式の解法に関しては充分理解していることを、前提��
に演習主体の講義構成とする。講義内容は、自作テキストを基に、これまで��
に培った工学知識を復習して講義に臨むことを望みます。

到達目標

具体的な工学問題を例示し、その解法への考え方やシステム化について理解��
し、問題向けに解法システムを設計できる。

成績評価方法

合否判定は、単元毎に課す演習レポートが全て期限内に提出されていること��
を前提に、期末試験の結果が60 点を超えていることで合格とする。��
最終評価：期末試験の結果（90％）＋演習レポート（10％）

テキスト・参考書

参考Web：http://www.mathworks.cpm/:「INTRODUCTION TO MATLAB/SIMULINK」��
参考文献：高井信勝「MATLAB 入門」工学社��
青山貴伸他「使える！MATLAB」講談社

メッセージ

演習主体となるため、個人差が生じる場合がありますが、配布教材にじっく��
り取り組めば、成果を身をもって実感できます。そのため、欠席による遅れ��
は最終的な到達目標まで達しない場合もあるので、欠席しないこと、あるい��
は遅れを取り戻す努力が必要です。

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

前期中間試験

前期期末試験

1．An Introdution （2 回）��
2．MATLAB Enviroment （2 回）��
3．MATLAB Functions （3 回）

1． MATLAB の基本的な用法を理解する。��
2．行列計算などの数値計算に必要な基本操作ができる。��
3．MATLAB の数学関数や制御関数を利用できる。

後期中間試験 実施しない

4．Matrix Computations （2 回）��
5．Symbolic Mathematics （2 回）��
6．Numerical Techniques （2 回）��
7.An Overview of SIMULINK（2 回）

4．応用として線形連立方程式を解くことができる。��
5．シンボル代数を使って数値解を求めることができる。��
6．線形補間や積分、微分を解くことができる。��
7．グラフィカル拡張ツールSIMULINKの基本的な操作ができ、簡単な制御シミュレ
ーションを実行できる。

後期期末試験 実施する

Created at Thu May 01 09:08:30 JST 2025



平成23年度

建設・生産システム工学専攻 制御工学特論

学年 専攻科1年 担当教員名 千田和範

単位数・期間 2単位 前期 週当りの開講回数 1回 専門共通・選択 学修単位１

授業の目標と概要

制御工学特論では，機械系で重要な自由振動モデルを基に，制御系CADを用い解析法お��
よび制御系設計・シミュレーション技法の理解を目的とする．��
授業は講義とPCを用いた実習を平行して行う．

釧路高専目標 C:100% JABEE目標 d-1-1

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

本講義履修に当たり，制御工学および関連分野の基礎知識を有していることが必要であ��
る．なお，解析を行う上で，微分方程式などの数学の基礎知識を必要とするので各自復��
習しておいて欲しい．本講義では，各自1回程度，与えられた課題の口頭発表を課す．��
また，レポートについては，提出時に内容に関する口頭試問を行う場合がある．さらに��
理解度に応じて再提出や追加課題を課す場合がある．

到達目標

物理モデルから数学モデルを記述できること．��
制御系CADを用いて簡単な制御系設計およびシミュレーション技法を修得する．

成績評価方法

定期試験100%，自宅学習・課題・口頭発表±10%��
合否判定：定期試験の結果が60点以上��
　　　　　かつ，課題レポートの締切日までにすべてのレポートを提出確認を受けること��
　　　　　口頭発表を最低1回は行っていること．��
最終評価：定期試験と自宅学習・課題・口頭発表の合計

テキスト・参考書

教科書：Scilabで学ぶシステム制御の基礎　橋本洋志他　オーム社��
参考書：短期集中:振動論と制御理論 工学系の数学入門　吉田 勝俊　日本評論社��
参考書：機械力学<1>　線形実践振動論　井上順吉，松下修己　理工学社

メッセージ

問題の解法を単に丸暗記するのではなく，制御系の概念や表現方法など制御工学の基礎��
となる重要な点を確実に理解し，応用できる力を身につけて欲しい．

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

０．オリエンテーション��
１．制御系ＣＡＤを用いた計算演習（１回）��
２．システム制御における数学（２回）��
３．伝達関数とブロック線図（２回）��
４．時間応答（２回）

制御工学に必要な，複素数，ラプラス変換，行列論について制御系ＣＡＤを用いて
計算することができる．��
ブロック線図を用いて，電気や機械系のシステムを記述できる．��
伝達関数と制御系ＣＡＤにより時間応答の解析ができる

前期中間試験

５．周波数応答（３回）��
６．フィードバック系の安定性（３回）��
７．応用問題演習（２回）

周波数応答における，ゲインと位相の関係について理解できる．またベクトル軌跡
やボード線図を求めることができる．��
与えられたフィードバック制御系について安定評価，安定度評価ができる．��
与えられた制御系について制御系ＣＡＤを用いて解析できる．

前期期末試験 実施する

後期中間試験

後期期末試験
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平成23年度

建設・生産システム工学専攻 設計支援システム

学年 専攻科1年 担当教員名 千葉忠弘

単位数・期間 2単位 後期 週当りの開講回数 1回 専門共通・選択 学修単位１

授業の目標と概要

現在設計図書は、ほぼ全てCADデータ化している。設計の初期段階（構想段階）��
も次第にペーパーレス化しつつある。そこで本講義は、まず支援されるデザイ��
ンの本質について述べる。続いて仮想現実における設計手法に関して、モデリ��
ング中心に講義する。さらにネットワークを用いたコラボレーション設計、CLAS、デー��
タ交換などについても言及する。��
��

釧路高専目標 C:100% JABEE目標 d-1-1

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

準備する用具はない。��
基本的なCG技術に関して学習するので、専門知識は必要としない。��
Freeware のCGソフトを中心に利用するので、��
各自のパソコンにインストールすることが可能である。��
5つの課題の提出を予定している。課題提出が履修の条件である。

到達目標

デザインとは何かを理解できること。��
さまざまなモデリング手法を理解できること。��
��

成績評価方法

定期試験が60点以上、かつ全課題の提出が合格の条件である��
最終成績は定期試験50％、課題50％で評価する。��
��
��

テキスト・参考書

テキストは使用しない��
参考書：デザイン論（岩波講座　田中央著）��
参考書：デジタルイメージクリエーション（CG－ART協会）��
参考書：ディジタル映像表現（CG－ART協会）��
��

メッセージ

デザインすることの本質を理解してほしい。

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

前期中間試験

前期期末試験

デザインとは何か（工学におけるデザイン論）（2回）��
モデリングの概念、建築設計におけるモデリング、（0.5回）��
CAD設計について（0.5回）��
CGのなかのモデリングの理解（2回）��
優れた既製デザインのモデリング作成（2回）（インダストリアルデ
ザイン／建築空間）

デザインとは何か理解できる。��
モデリングとは何かを理解できる。��
2次元CADと3次元CADの違いを理解できる。��
CGのなかのモデリングを理解できる。��
優れた既製デザインのモデリングができる。��

後期中間試験 実施しない

複雑な形状のモデリング（1回）��
カメラ、光源について（1回）��
基本的なレンダリング技法と演習（2回）��
構想段階のモデリング演習（2回）��
コラボレーションによるデザイン（1回）��
CLASについて（0.5回）��
BIMについて（0.5回）

形や樹木のモデリング手法が理解できる。��
CGのカメラ設定、光源設定が理解できる。��
レイトレースの方法と性質を理解できる。��
コンセプトづくりからモデリングを作成できる。��
コラボレーション設計の特性と事例を理解できる。��
CLASの基礎知識と仕組みを理解できる。��
BIMの目的と基本的理念について理解できる。

後期期末試験 実施する
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平成23年度

建設・生産システム工学専攻 創造特別実験Ⅰ（建築系）

学年 専攻科1年 担当教員名 三森敏司・佐藤彰治・千葉忠弘・西澤岳夫・大槻香子

単位数・期間 1単位 後期 週当りの開講回数 1回 専門共通・必修 学修単位１

授業の目標と概要

建築系の異なる３テーマのうち，１テーマを選択履修する実験である。基礎的な知識・��
技術を統合し駆使することによって課題を探求し，結果を解析・考察・説明する能力を��
習得する。さらに提示されたテーマに対して，実現可能な解を見つけるため，問題意識��
を持ってデザイン能力を発揮し，プレゼンテーションを通して成果を発表できる。

釧路高専目標 D:20%,E:80% JABEE目標 d-2-b,d-2-c,h

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

３テーマのうち，１テーマを選択する。建築系の実験は後期前半で終了し，後半は機械��
系テーマに変わる（実験の都合上，人数制限あり）。��
実験における綿密な準備と計画及びプレゼンテーションにおいては情報技術を要するの��
で，十分な自学自習が必要となる。

到達目標

１．専門分野で履修してきた基礎的な知識をベースに課題分析能力を身につける。��
２．自発的に実験を計画・遂行でき，問題解決策を見いだすことができる。��
３．グループによる協調作業を行うことでコミュニケーション能力を養う。��
４．成果を論理的に集約し，報告書をまとめることができる。

成績評価方法

合否判定：建築系60点以上，機械系60点以上であること。��
最終評価：建築系，機械系の平均とする。��
なお，すべてのテーマごとに報告書の評価（80%），プレゼンテーション（20%）により��
総合評価を行う。

テキスト・参考書

各テーマごとに適宜参考プリント及びテキストを配布する。��
参考書：JASS５鉄筋コンクリート工事（日本建築学会）［テーマ２］

メッセージ

各自の発想力，問題解決能力，コミュニケーション能力が必要となります。��
実験実習に臨む上で事前準備を十分に行ってください。

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

前期中間試験

前期期末試験

テーマ１：地域問題にかかわる調査・提案��
１．ガイダンス・調査（２回）��
２．各人の問題意識・提案発表（１回）��
３．グループごとの具体的提案づくり（４回）��
４．グループ発表・個人レポート作成（１回）��
テーマ２：高強度モルタルコンテスト��
１．ガイダンス・モルタル調合設計演習（１回）��
２．モルタル調合・試し練り・製造・供試体の作製（４回）��
３．モルタル強度の測定，プレゼンテーション（３回）

テーマ１��
地域問題を発見できる。��
問題の解決策を考えることができる。��
問題点をグループ討論できる。��
提案をパネル化し発表できる。��
テーマ２��
モルタルの調合設計手法が理解できる。��
モルタルの調合表・作製手順が説明できる。��
モルタル調合設計のプレゼンテーションができる。

後期中間試験 実施しない

テーマ３：校内研究室等を対象とした環境実測調査��
１．ガイダンス，グループ分け（１回）��
２．問題定義，対象室・計測要素の検討（１回）��
３．実測計画書作成・提出（１回）��
４．実測調査（３回）��
５．レポート作成とプレゼンテーション（２回）

テーマ３��
問題点をイメージし提議することができる。��
環境計測要素について理解できる。��
簡単な環境実測の方法が理解できる。��
簡単な環境要素の分析，評価方法が理解できる。��
明快なプレゼンテーションができる。

後期期末試験
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平成23年度

建設・生産システム工学専攻 総合英語Ⅰ

学年 専攻科1年 担当教員名 片岡　務

単位数・期間 2単位 前期 週当りの開講回数 1回 一般・必修 学修単位１

授業の目標と概要

本授業では、ＴＯＥＩＣテストで450点以上のスコアをマークできるレベルの英語力の��
養成を目指して、Ｎｅｗｔｏｎ社の ｅ－Ｌｅａｒｎｉｎｇ 教材の「ＴＯＥＩＣ　ＴＥＳＴ��
対策Ａコース」を全員が受講する。この教材はｅ－Ｌｅａｒｎｉｎｇ 教材であるので、��
受講者は個別にホストサーバにアクセスして自学自習形式で学習を進めること��
になる。

釧路高専目標 F:100% JABEE目標 f

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

この教材は5つのパートに分かれていて、各パートは１０～２０の演習項目で構成され、��
それぞれ演習項目には20ステップの問題群が用意されている。その問題群をすべて��
正解してそのステップをクリアしたことになる。そのようにして、次々にステップをクリア��
していってもらいたい。授業時間だけでは時間が足らないので、放課後等に自宅や校内��
のパソコンを利用して自主的に学習を進めていってもらいたい。

到達目標

ＴＯＥＩＣテストで450点以上のスコアをマークできるレベルの英語力を獲得し、その英語��
力を随時発揮できる。

成績評価方法

ＴＯＥＩＣテスト（ＴＯＥＩＣ　ＩＰテストでも可）400点以上のスコアの獲得、英語��
検定準二級以上の級の取得、工業英語検定三級以上の級の取得、の��
いずれかひとつの基準を満たしたものについてのみ、成績評価を行なう。��
合否判定：教材のパート１、２、３の全ＳＴＥＰを完全習熟達成した上で、期末��
　　　　　　  試験が60点以上を合格とする。��

テキスト・参考書

テキストは使用しない。

メッセージ

この教材は一年間かけて使用することを想定して作られたものであるので、��
前期のみの使用ではその学習効果は十分には発揮されない。従って受講者��
は是非とも後期の「総合英語Ⅱ」も継続して受講してもらいたい。��
この「Ａコース」を完了すればＴＯＥＩＣ450点が保証される。なお、「Ａコース」��
を完了した場合には、上位コースの「Ｂコース」を継続して利用できる。

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

・ガイダンス��
・ＴＯＥＩＣ　ＴＥＳＴ　対策Ａコース��
��
　　　（６回）��
��

・「ＴＯＥＩＣ　ＴＥＳＴ　対策Ａコース」のパート１の全ＳＴＥＰを��
　完全習熟達成する。��

前期中間試験 実施しない

・ＴＯＥＩＣ　ＴＥＳＴ　対策Ａコース��
��
��
　　　（９回）

・「ＴＯＥＩＣ　ＴＥＳＴ　対策Ａコース」のパート２、パート３の��
　全ＳＴＥＰを完全習熟達成する。

前期期末試験 実施する

後期中間試験

後期期末試験
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平成23年度

建設・生産システム工学専攻 総合英語Ⅱ

学年 専攻科1年 担当教員名 片岡　務

単位数・期間 2単位 後期 週当りの開講回数 1回 一般・選択 学修単位１

授業の目標と概要

本授業は、前期の「総合英語Ⅰ」の授業の継続である。であるので、前期同様に��
ＴＯＥＩＣテストで450点以上のスコアをマークできるレベルの英語力の養成を��
目指して、Ｎｅｗｔｏｎ社の ｅ－Ｌｅａｒｎｉｎｇ 教材の「ＴＯＥＩＣ　ＴＥＳＴ対策��
Ａコース」を全員が受講する。この教材はｅ－Ｌｅａｒｎｉｎｇ 教材であるので、��
受講者は個別にホストサーバにアクセスして自学自習形式で学習を進めること��
になる。

釧路高専目標 F:100% JABEE目標 f

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

この教材は5つのパートに分かれていて、各パートは１０～２０の演習項目で構成され、��
それぞれ演習項目には20ステップの問題群が用意されている。その問題群をすべて��
正解してそのステップをクリアしたことになす。そのようにして、次々にステップをクリア��
していってもらいたい。授業時間だけでは時間が足らないので、放課後等に自宅や校内��
のパソコンを利用して自主的に学習を進めていってもらいたい。

到達目標

ＴＯＥＩＣテストで450点以上のスコアをマークできるレベルの英語力を獲得し、その英語��
力を随時発揮できる。

成績評価方法

「総合英語Ⅰ」で達成した分も含めて、教材の「ＴＯＥＩＣ　ＴＥＳＴ対策Ａコース」��
をすべて（パート1からパート5まで）を完全習熟達成した者についてのみ成績��
評価を行なう。（総合英語Ⅱのみの受講者については別途定める。）��
合否判定：期末試験が60点以上を合格とする。��
最終評価：期末試験の得点を最終評価とする。��

テキスト・参考書

テキストは使用しない。

メッセージ

この教材は一年間かけて使用することを想定して作られたものであるので、��
前期のみの使用ではその学習効果は十分には発揮されない。従って受講者��
は是非とも前期の「総合英語Ⅰ」から継続して受講してもらいたい。��
この「Ａコース」を完了すればＴＯＥＩＣ450点が保証される。なお、「Ａコース」��
を完了した場合には、上位コースの「Ｂコース」を継続して利用できる。

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

前期中間試験

前期期末試験

・ガイダンス��
・ＴＯＥＩＣ　ＴＥＳＴ　対策Ａコース��
��
　　　（８回）

・「ＴＯＥＩＣ　ＴＥＳＴ　対策Ａコース」のパート４を完了する。

後期中間試験 実施しない

・ＴＯＥＩＣ　ＴＥＳＴ　対策Ａコース��
��
��
　　　（７回）

・「ＴＯＥＩＣ　ＴＥＳＴ　対策Ａコース」のパート５を完了する。

後期期末試験 実施する
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平成23年度

建設・生産システム工学専攻 多変量解析

学年 専攻科1年 担当教員名 天元宏

単位数・期間 2単位 後期 週当りの開講回数 1回 専門共通・選択 学修単位１

授業の目標と概要

近年コンピュータに蓄積させた莫大な量のデータから価値のある知識を抽出する技術��
「データマイニング」に関する研究が盛んであり、多変量解析はその基礎となる重要な��
理論である。この科目では多変量解析の多様な手法のうち主要な三種に絞り、数学的な��
理論と、コンピュータによる実践的な処理の両面から知識を習得することを目標とす��
る。キーワード：数学・情報技術

釧路高専目標 C:100% JABEE目標 c

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

電卓や事前に配布した資料などを持参すること。線形代数の知識が前提となるため、本��
科で学習したベクトルや行列に関する基礎的な項目を復習しておくこと。また、確率統��
計に関する知識も前提となるため、本科確率統計又は専攻科統計学を履修しておくこ��
と。さらに、コンピュータ実習のためUNIXリテラシー能力も必要となるから、アドバン��
ストコンピューティングも必ず履修しておくこと。

到達目標

判別分析・主成分分析・重回帰分析の各手法の基礎理論を概念図と数式を用いて説明で��
きる。多変量データを実際に手計算及びUNIXコンピュータを用いて解析操作ができる。

成績評価方法

試験1回による評価を7割、レポートによる評価を3割として合否判定点を算出し、60点��
合否判定を行う。合否判定点で不合格となった場合は、全レポートの提出を受験条件と��
した上で、合格点70点で再試験を行う。出欠調査後の入室は遅刻とし、遅刻は3回で1回��
欠席、居眠り・私語は注意しても改善が見られない場合欠席扱いとする。

テキスト・参考書

教科書：河口至南，多変量解析入門I．森北出版，1973．その他、講義記録や配付資料��
PDFファイル、実習課題、実習課題で用いるデータファイル、出欠状況、レポート評��
価等をウェブサーバーにて随時公開する。����
��

メッセージ

講義室での理論の学習は難しいかもしれないが、コンピュータを用いた実習課題は机上��
で学んだ理論を実際に視覚的に確認でき楽しいものである。実習課題をより深く理解し��
て楽しむため、座学の受講に力を入れよう。また、UNIXリテラシー能力も大変重要であ��
るから、事前のアドコンの履修にも力を入れて欲しい。

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

前期中間試験

前期期末試験

判別分析��
　考え方・2群の判別(2回)��
　二つの正規母集団の判別(1回)��
　コンピュータ実習・レポート作成(2回)��
主成分分析��
　考え方・求め方(2回)

概念図を描いて説明できる。判別式を導出できる。��
正規母集団に対する判別式を導出できる。��
コンピュータを用いて判別分析を行い、作図できる。��
　��
第1主成分・第2主成分を導出できる。

後期中間試験

標準変量への変換(0.5回)��
　累積寄与率(0.5回)��
　コンピュータ実習・レポート作成(2回)��
重回帰分析��
　重回帰式の考え方・求め方(2回)��
　コンピュータ実習・レポート作成(2回)

標準変量に変換する意義を説明できる。��
第何主成分まで考えれば十分か判定できる。��
コンピュータを用いて主成分分析を行い、作図できる。��
　��
重回帰式を導出できる。��
コンピュータを用いて重回帰分析を行い、作図できる。

後期期末試験 実施する

Created at Thu May 01 09:08:30 JST 2025



平成23年度

建設・生産システム工学専攻 統計学

学年 専攻科1年 担当教員名 澤柳 博文

単位数・期間 2単位 前期 週当りの開講回数 1回 一般・選択 学修単位１

授業の目標と概要

記述統計を理解し、データの処理をできるようにする。また、確率、確率分布、母集団と標本につ��
いて理解し、おもに母平均について統計的推定と検定のしかたを学ぶ。

釧路高専目標 C:100% JABEE目標 c

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

電卓を用意すること。��
毎時間演習をするので、時間内でできない問題は各自やること。��
試験の間違いを訂正したやり直しレポートを提出すること。

到達目標

教科書の問、演習問題の7割が自力でできる。

成績評価方法

中間・期末の2回の試験の平均点で評価する。平均点が60点を超えた場合は、授業態度、レポート��
点などを基準の範囲内(+-10%)で加味する。

テキスト・参考書

工科の数学　確率・統計　田代嘉宏著　(森北出版)

メッセージ

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

1.記述統計(4回)��
　度数分布、平均・分散、相関��
2.確率(4回)��
　場合の数、確率、確率分布、二項分布、正規分布

・データを度数分布表に表し、平均や分散の計算ができる。相関の意味がわかり、
相関係数を求める事ができる。��
・場合の数、確率が求められる。確率変数と確率分布、期待値、分散を理解し、正
規分布表が使える。

前期中間試験 実施する

3.統計的推定・検定(7回)��
　標本平均と中心極限定理、母平均の推定・検定、　母平均のｔ推
定・ｔ検定

・中心極限定理を理解して、正規分布を用い母平均の推定・検定ができる。また、
標本数が少ない場合にｔ分布を用いた推定・検定ができる。

前期期末試験 実施する

後期中間試験

後期期末試験

Created at Thu May 01 09:08:30 JST 2025



平成23年度

建設・生産システム工学専攻 日本語表現技法

学年 専攻科1年 担当教員名 舘下 徹志

単位数・期間 2単位 前期 週当りの開講回数 1回 一般・必修 学修単位１

授業の目標と概要

他者に働きかける言語表現・非言語表現は、どのような条件が整うとき説得力を持つの��
だろうか。また、他者との望ましい対話的関係を作り上げるには、どのようなことが求��
められるのか。本授業では、コミュニケーション能力の向上を目指し、口頭発表や討論��
を通じて日本語による効果的な説明の技法を身につけることを目標とする。

釧路高専目標 F:100% JABEE目標 f

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

日頃から、新聞やテレビ、本、インターネットなどをとおして、社会的な状況への関心��
を高めておいてもらいたい。

到達目標

論理的な思考によって、論じたいことを文章に表現でき、それを効果的に口頭で発表で��
きる。他者の言語表現を的確に把握し、公平な観点から批評することができる。建設的��
な態度で討論に参加し、対話的な応答関係を築くことができる。

成績評価方法

　合否判定：口頭発表・討論（４０％）��
　　　　　　　　試験（４０％）��
　　　　　　　　提出物（２０％）

テキスト・参考書

テキスト：授業時にプリントを配布��
参考書：大野晋『日本語練習帳』（岩波新書）��
　　　　　山田ズーニー『おとなの小論文教室』（河出書房新社）��
　　　　　

メッセージ

現代は多くの人々にコミュニケーション能力の高さが要求される時代である。まじめ��
に、巧みに、柔軟に、さまざまな他者と共に気持ちよく生きる術を身につけておきた��
い。積極的な授業参加を望む。

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

１．ガイダンス（１回）��
２．口頭発表の技法をめぐって（２回）��
３．口頭発表・質疑応答（５回）

１．授業の内容と達成目標を理解することができる。��
２．効果的な口頭発表の技法を理解することができる。��
３．論理的な口頭発表ができ、それに対して建設的な質問や意見を述べることがで
きる。

前期中間試験 実施しない

４．討論の技法をめぐって（２回）��
５．討論（５回）

４．効果的な討論の技法を理解することができる。��
５．的確な形で自分の立場を表明でき、その場に応じた応答ができる。

前期期末試験 実施する

後期中間試験

後期期末試験

Created at Thu May 01 09:08:30 JST 2025



平成23年度

建設・生産システム工学専攻 品質工学

学年 専攻科1年 担当教員名 渡邊聖司

単位数・期間 2単位 前期 週当りの開講回数 1回 専門共通・選択 学修単位１

授業の目標と概要

品質工学は，工学的な問題解決の一手法として，従来の考え方とはまったく異なる新しい学問であ��
る．汎用性も高く，科学的かつ系統だった技術開発・製品開発を行うために製造業を中心とする��
各企業において多用されている．��
この科目の目標は，品質工学の手法を演習を通して学び，その計算や評価方法を修得し，工学的な��
問題に応用し，解決できる能力を身につけることである．

釧路高専目標 D:100% JABEE目標 d-2-a

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

演習の解説中，不明な点や疑問点などは積極的に質問をして欲しいと思います．��
電卓を使う機会もありますので忘れずに．

到達目標

品質工学の手法を理解できる．��
品質工学の計算方法や評価方法を理解できる．��
各自の研究分野に品質工学の手法を応用し，利用できるようになる．

成績評価方法

合否判定：すべてのリポート（演習）の提出状況ならびに内容を総合的に評価し，その評点が６０��
点を超えていること．��
��
最終評価：リポート（演習）の評価平均（１００％）＋授業態度（１０％）��
※リポートの評価：秀（Ａ）：１００～９０点，優（Ｂ）：８０～８９点，良（Ｃ）：７０～７９��

テキスト・参考書

テキスト：【入門】パラメータ設計（日科技連・井上清和他著）��
参考書：おはなし品質工学　改訂版（日本規格協会・矢野　宏著）��
入門タグチメソッド（日科技連・立林和夫著）��
やさしい「タグチメソッド」の考え方（日刊工業新聞社・矢野　宏著）��
やさしく使える「タグチメソッド」の計算法（日刊工業新聞社・矢野　宏著）��

メッセージ

各自の積極的かつ建設的な取り組みを常に求めています．��
リポート（演習）は，印刷ドキュメントとメールへのファイル添付にて提出してください．��
メールアドレス：ｓｅｉｊｉ＠ｍｅｃｈ．ｋｕｓｈｉｒｏ－ｃｔ．ａｃ．ｊｐ��
病欠や特別欠席などにより欠課した場合は，各自で自学自習するなど考えて行動してください． 

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

１．ガイダンス（１回）��
２．実験計画法と品質工学（１回）��
３．品質工学とは（１回）��
４．パラメータ設計の考え方（1回）��
５．パラメータ設計に必要な知識①（１回）��
６．パラメータ設計に必要な知識②（１回）��
７．パラメータ設計に必要な知識③（１回）��
８．演習：ゼロ点比例式（１回）

１．講義内容の説明と成績評価方法が理解できる．リポートあり．��
２．実験計画法と品質工学の違いが理解ができる．リポートあり．��
３．品質工学，パラメータ設計などが理解できる．リポートあり．��
４．パラメータ設計の考え方が理解できる．リポートあり．��
５．直交表などの知識が理解できる．リポートあり．��
６．誤差因子の割り付けなどの知識が理解できる．リポートあり．��
７．動特性の種類と評価特性などの知識が理解できる．リポートあり．��
８．演習にてゼロ点比例式，ＳＮ比と感度が理解できる．

前期中間試験 実施しない

９．演習：動特性のパラメータ設計①（１回）��
１０．演習：動特性のパラメータ設計②（１回）��
１１．演習：静特性のパラメータ設計①（１回）��
１２．演習：静特性のパラメータ設計②（１回）��
１３．演習：静特性のパラメータ設計③（１回）��
１４．演習：開発におけるパラメータ設計（１回）��
１５．演習：機能性評価（１回）

９．演習にて動特性のパラメータ設計が理解できる．��
１０．演習にて動特性のパラメータ設計が理解できる．��
１１．演習にて静特性のパラメータ設計が理解できる．��
１２．演習にて静特性のパラメータ設計が理解できる．��
１３．演習にて静特性のパラメータ設計が理解できる．��
１４．演習にて開発におけるパラメータ設計が理解できる．��
１５．演習にて機能性評価が理解できる．

前期期末試験 実施しない

後期中間試験

後期期末試験

Created at Thu May 01 09:08:30 JST 2025



平成23年度

建設・生産システム工学専攻 油空圧工学概論

学年 専攻科1年 担当教員名 小杉　淳

単位数・期間 1単位 後期 週当りの開講回数 1回 選択 履修単位

授業の目標と概要

油空圧機器の特性は、鉱物油や空気などの作動流体に加圧機で圧力エネルギ-を与え、配管と制御��
弁によって、モ－タ－やシリンダ－を制御して、仕事を行う結合体で、動力伝達システムの情報検��
出・処理を含めて製作し、高性能のもとに自動化や省力化を行う。流体工学、流体機械の基礎工学��
の知識を基に油空圧機器の構造、種類、用途およびこれらの基礎知識を応用させることを身に付け��
させる。

釧路高専目標 C:100% JABEE目標 d-1-4

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

流体工学および流体機械に関して基礎的な知識を有していることが望ましい．

到達目標

油空圧機器の構造、種類および用途を理解させて、流量、動力などの計算ができるようにする。教��
科書の65%以上が理解できる。

成績評価方法

合否判定：定期試験を基準に60点以上を合格とする。��
最終評価：2回の定期試験の平均点が60点以上を合格とする。(100%)

テキスト・参考書

教科書　熊谷英樹 他１名著：はじめての油圧システム　　技術評論社��
参考書　油圧技術研究フォーラム編：これならわかる油圧の基礎技術　オーム社��
　　　　松村篤躬著：油圧の動作とその応用機器　東京電機大学出版局

メッセージ

機械系、建築系のいずれにおいても、社会での使用頻度が高いと思われるので、��
興味のある学生は来て下さい。

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

1　油空圧機器（2回）��
2　油圧ポンプ・モ－タ（2回）��
3　歯車ポンプ・モ－タ、ベ－ンポンプ・モ－タ（3回）

・油圧システム及び空気システムの特性、アクチュエ－タの種類。��
・油圧ポンプ、油圧アクチュエ－タ、油圧ポンプ、モ－タの性能、油の圧縮性と効
率、油圧ポンプの騒音、耐久性、ベ－ンポンプの特性、構造。��
・歯車ポンプの種類および分類、標準および高歯平歯車。歯車ポンプの騒音・キャ
ビテ－ション。これらの流体機器の流量、効率、動力等の計算をできるようにする。

前期中間試験 実施する

4　油圧制御弁、油圧弁の力学（3回）��
5　圧力制御弁（2回）��
6　方向弁（2回）

・油圧管路力学、非定常流れ、スプ－ル弁の振動。ポペット弁、スプ－ル弁の流
量、弁直径の計算ができるようにする。��
・圧力制御弁の特性、リリ－フ弁、減圧弁。これらの弁の特性を理解させ、簡単な
計算ができるようにする。��
・方向制御弁の特性、種類方向制御弁の選択方法およびその種類と用途を理解さ
せること。

前期期末試験 実施する

後期中間試験

後期期末試験

Created at Thu May 01 09:08:30 JST 2025
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